
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Electrical and Electronic Engineering Laboratory 2 units (compulsory)

Tomohiro Kubo · Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering, Masahide Hojo ·Associate Professor / Electrical Energy Engineering, Department of Electrical and Electronic Engineering

Jin-Ping Ao ·Associate Professor / Material Science and Device, Department of Electrical and Electronic Engineering, Retsuo Kawakami ·Assistant Professor / Material Science and Device, Department of Electrical and Electronic Engineering

Kenji Teranishi ·Assistant Professor / Electrical Energy Engineering, Department of Electrical and Electronic Engineering, Takahiro Emoto ·Assistant Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 電気電子工学に関する基本的な実験を通じて，必要な実験方法や電気電
子現象理論の基礎に関する理解を深めると共に．各種電気電子機器の取扱い
方法を習得する．また実験結果をまとめることにより，知的な実験レポート
の作成方法を修得する．さらに様々な実験を通し，安全意識 (安全教育)，科学
者・技術者としての倫理観の芽生えを促す．

Outline〉 本質的に，本実験で実験装置を操作し結果を収集し，その結果を考察す
る作業を通して，講義で知り得た知識が身を持って実証した貴重な知識とな
る．本実験は，基本的でかつ幅広い実験課題，(1)インピーダンスの測定，(2)
共振特性，(3)交流磁化特性，(4)オシロスコープ,(5)トランジスタの特性，(6)
薄膜の作製とその評価，(7)単相三線式線路の試験，(8)直流分巻電動機，(9)
ディジタル ICの特性，(10)シーケンス制御に取り組み，その基本的な電気電
子技術の理解を深める．なお，各実験の詳細な概要については実験計画を参
照すること． また，実験結果をまとめることで，知的なレポート作成能力も
養う．

Keyword〉 electric circuit, electronic circuit, electrical machines, semiconductor
process, instrumentation/control

Fundamental Lecture〉 “Mathematics for Electrical and Electronic Engineer-
ing”(1.0), “Electrical Circuit Theory (I)”(1.0), “Electromagnetic Theory (I)”
(1.0)

Relational Lecture〉 “Electrical Measurement and Instrumentation”(1.0)

Requirement〉 特に定めないが，各実験課題の対応する講義を習得していること
が望ましい．

Notice〉 予習・復習を行うこと．すべての実験について実験報告書の提出が求め
られる．すべての実験を行い，すべての報告書が合格した人のみ単位が与え
られる.また，実験の際には，少なくとも，実験データ記録ノート，関数電卓
を持参すること．

Goal〉
1.電気電子工学実験対象の原理および特性を理解すること．
2.計画的かつ安全に実験を実行し，電気電子工学実験対象の特性の検証に必
要なデータの収集・解析ができること．

3.電気電子工学実験内容に基づいた知的な実験レポートの作成ができること．

Schedule〉
1.学生実験の意義について (1週)学生実験の意義について詳しく説明する．
2.インピーダンスの測定 (1週) 電気抵抗，コイルのインダクタンス，コンデ
ンサのキャパシタンスを実測する．

3.共振特性 (1週) 直列共振回路および相互誘導による結合回路の電圧電流を
測定して共振現象を調べる．

4.交流磁化特性 (1週) 環状鉄心資料の交流磁化特性をオシロスコープによっ
て実測し，磁気現象について調べる．

5.オシロスコープ (1週) ブラウン管オシロスコープの性能，構成および取扱
方法を知り，種々の信号を測定する．

6.トランジスタの特性 (1週) 接合トランジスタの基本回路の静特性と電界効
果型トランジスタの特性を測定し，動作原理を理解する．

7.薄膜の作製とその評価 (I)(II)(2週) 半導体デバイスプロセスを実際に体験
し，作製の各段階における評価方法を通じて，物理計測について学ぶ．

8.単相三線式線路の試験 (1週) 模擬単相三線式配電線路を用いて単相三線式
配電方式の電気的特性を実験的に求め，理論と特性を理解する．

9.直流分巻電動機 (1週) 直流分巻電動機の始動方法および速度制御方法につ
いて習得し，実負荷試験を行いその性質を調べる．

10.ディジタル ICの特性 (1週) 代表的なディジタル集積回路 (IC, Integrated-
Circuit)である TTL-NAND回路及び CMOS-NAND回路の特性を調べる．

11.シーケンス制御 (1週) PLC(プログラマブル・ロジック・コントローラ)を
用いて，簡単な機器のシーケンス制御を行う．

12.予備実験日 (1週)
13.テーマ (1)，(2)，(3)，(4)の実験報告書の質疑応答とその改善 (1週)
14.テーマ (5)，(6)，(7)の実験報告書の質疑応答とその改善 (1週)
15.テーマ (8)，(9)，(10)の実験報告書の質疑応答とその改善 (1週)

Evaluation Criteria〉 実験報告書 (レポート)で成績を評価する．各実験テーマぞ
れぞれについて，総合評価点が 60%以上で合格とする．

Textbook〉 自製テキスト「電気電子工学実験」と必要に応じて配布されるプリ
ント．

Reference〉 各専門科目で使用した教科書と参考書．また，実験内容説明時に必
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http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10728/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10717/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/75962/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10706/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/155803/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/74198/profile-en.html


The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Night Course)

要があれば紹介する．レポート作成については，中島利勝，塚本真也 (知的な
科学・技術文章の書き方，コロナ社)を参照のこと．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216192
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Kawakami (E棟 2階南 A-10, +81-88-656-7441, retsuo@ee.tokushima-u.a

c.jp) Mail
Note〉 実験を行う前に，電気電子工学実験テキストを熟読すること．また，不十
分な実験レポートの場合には再提出を課す．
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http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216192
mailto:retsuo@ee.tokushima-u.ac.jp

